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村村 のの 施施 設設のの電電話話番番 号号
市外局番

役　　　　場

IP電話

教 育 委 員 会

IP電話

診 　 療 　 所

IP電話

歯 科 診 療 所

デイサービスセンター

こもれびホール

（財）黒滝森物語村

案内センター

きららの森・赤岩

黒 滝 駐 在 所

人 口 ・ 世 帯 数
（１０月１日現在）

男　　 ４６５　人　（±０）

女　　 ５３１　人　（－１）

計 ９９６　人　（－１）

世帯　　４１１ 世帯 （±０）

村内ウォーキング村内ウォーキング
【【関連記事関連記事ｐｐ77】】

平平平平成成成成22220000年年年年秋秋秋秋季季季季全全全全国国国国火火火火災災災災予予予予防防防防運運運運動動動動

●福田　義継 様　（中　戸） 亡父義一さん満中陰志として　　５万円

●匿　　名　　　　　　　　　福祉に役立つように　　 ６７９０円

●近藤　健 様　　（堂　原） 亡妻洋子さん満中陰志として　　５万円

●谷山　澄夫 様　（脇　川） 長女順子さん結婚内祝として　　５万円

善 意 銀 行
（１０月２３日受理分まで）

皆様の善意に対して心から感謝申し上げます

1 11 1 月 ９ 日月９日 （（ 日日 ）） ～～ 1 51 5 日日 （（ 土土 ））
統一標語

『『火火ののししままつつ　　君君ががししななくくてて　　誰誰ががすするる』』

火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取扱いには
十分注意しましょう。近年の建物火災による死者のうち、住宅
火災による死者が８割以上を占め、また住宅火災における死者
のうち、高齢者層（６５歳以上）が約半数を占めています。
日頃から次の事項をこころがけ、火災のない村づくりをしま

しょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

【３つの習慣】
●寝たばこは、絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
【４つの対策】
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
●寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
●お年寄りや体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。



10

月

３
日
●
山
林
委
員
会

●
（
財
）
黒
滝
森
物
語
村
理
事
会

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

●
正
副
議
長
打
合
せ

８
日
●
吉
野
郡
町
村
議
会
議
長
会

正
副
議
長
県
外
視
察
研
修

（
〜
９
日
）

10
日
●
奈
良
県
へ
き
地
教
育
振
興
大
会

14
日
●
議
会
全
員
協
議
会

●
黒
滝
村
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
講
演
会

●
奈
良
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

全
員
協
議
会
及
び
定
例
議
会

15
日
●
南
和
広
域
連
合
全
員
協
議
会

及
び
定
例
議
会

16
日
●
吉
野
郡
（
東
）
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
県
外
現
地
研
修

（
〜
17
日
）

19
日
●
地
域
安
全
運
動
中
吉
野
地
区
大
会

20
日
●
山
林
委
員
会

22
日
●
奈
良
県
護
国
神
社
秋
季
大
祭

黒黒黒黒
滝滝滝滝
村村村村
議議議議
会会会会

活活活活

動動動動

状状状状

況況況況

寺
戸
地
区
民
生
・
児
童
委
員
で
あ
っ
た

植
村
常
一
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と

し
て
中
井
桂
子
さ
ん
が
新
た
に
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
植

村
さ
ん
に
は
、
平
成
13
年
12
月
よ
り
６
年
７

ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
の
増
進

に
努
め
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇
民
生
・
児
童
委
員
◇
【
担
当
地
区
】

吉
村
元
成
　
【
笠
木
・
桂
原
】

岡
村
博
子
　
【
長
瀬
】

花
岡
博
子
　
【
御
吉
野
・
堂
原
】

中
井
桂
子
　
【
寺
戸
】〔
新
任
〕

橋
田
文
子
　
【
中
戸
】

福
西
悦
子
　
【
赤
滝
】

脇
阪
タ
ズ
代
【
脇
川
】

瀧
谷

彰
　
【
槙
尾
・
鳥
住
】

中
村
京
子
　
【
粟
飯
谷
】

◇
主
任
児
童
委
員
◇

森
本
重
朝

中
前
徳
明

委
員
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

寺寺
戸戸
地地
区区
民民
生生

児児
童童
委委
員員
のの
改改
選選

23
日
●
地
域
活
性
化
委
員
会

●
鮎
梁
視
察

24
日
●
例
月
出
納
監
査

●
消
防
委
員
会

27
日
●
吉
野
郡
町
村
議
会
・
議
員
研
修
会

30
日
●
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

役
員
県
外
視
察

（
〜
31
日
）

【
人
権
・
行
政
相
談
】

人
権
・
行
政
に
つ
い
て
の
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
日

時

12
月
５
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
12
時

●
場

所

役
場
２
階
委
員
会
室

●
相
談
員
　
（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員

下
浦
順
子
（
槙

尾
）
６
２
‐
２
０
１
４

西
浦
善
明
（
御
吉
野
）
６
２
‐
２
４
１
８

行
政
相
談
員

徳
田

初
（
鳥
　
住
）
６
２
‐
２
５
５
５

●
問
合
せ

住
民
課
・
総
務
課

@

６
２
‐
２
０
３
１

【
人
権
週
間
無
料
法
律
相
談
】

人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
と
も

な
い
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

時

12
月
８
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場

所

大
淀
町
役
場
２
０
３
会
議
室

@

５
２
‐
５
５
０
１

●
問
合
せ

奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

@

２
２
‐
２
４
８
４

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共

同
参
画
社
会
推
進
委
員
が
無
料
・
秘
密
厳

守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時

11
月
17
日
（
月
）
〜
11
月
23
日
（
日
）

（
平
　
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

全全
国国
一一
斉斉

女女
性性
のの
人人
権権
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン

@@
００
５５
７７
００
‐‐
００
７７
００
‐‐
８８
１１
００

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
対
象

県
内
在
住
の
女
性

●
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

（
人
権
擁
護
委
員
）

●
問
合
せ

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

@
０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
４
５
７

本
村
の
選
挙
管
理
委
員
で
あ
っ
た

家
治
　
久
男
さ
ん
（
寺
戸
）

が
９
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
、

そ
の
後
任
と
し
て
10
月
１
日
よ
り

安
谷
　
亨
さ
ん
（
槙
尾
）

が
同
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

家
治
さ
ん
に
は
、
昭
和
57
年
12
月

よ
り
計
９
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
村

の
選
挙
管
理
、
執
行
に
あ
た
り
多
大

の
労
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
】（
敬
称
略
）

委
員
長
　
山
口
　
哲
雄
（
赤
滝
）

委
　
員
　
大
谷
　
文
夫
（
桂
原
）

委
　
員
　
中
井
　
肇
　
（
笠
木
）

委
　
員
　
安
谷
　
亨
　
（
槙
尾
）

委
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
　
労
働
者
も

県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び
そ
の
事
業

所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
奈
良
県
最
低
賃
金
が
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
最
低
賃
金時

間
額
　
６
７
８
円

効
力
発
生
年
月
日平

成
20
年
10
月
25
日

詳
し
く
は
、

奈
良
労
働
局

@

０
７
４
２
‐
３
２
‐
０
２
０
６

大
淀
労
働
基
準
監
督
署

@

０
７
４
７
‐
５
２
‐
０
２
６
１

奈奈
良良
県県
最最
低低
賃賃
金金
改改
正正

黒
滝
村
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
８
日
（
土
）
に
は
農

産
物
品
評
会
・
ヨ
ガ
教
室
・
健
康

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ

い
。
各
催
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

黒
滝
テ
レ
ビ
を
ご
覧
下
さ
い
。

日
時◆

11
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

◆
11
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

黒
滝
村
中
央
公
民
館

問
合
せ

黒
滝
村
教
育
委
員
会

黒黒黒黒
滝滝滝滝
村村村村
文文文文
化化化化
祭祭祭祭
のののの
開開開開
催催催催

選選選選
挙挙挙挙
管管管管
理理理理
委委委委
員員員員
のののの
補補補補
充充充充

女女女女
性性性性
のののの
人人人人
権権権権
ホホホホ
ッッッッ
トトトト
ララララ
イイイイ
ンンンン

人人人人

権権権権

週週週週

間間間間

広報くろたき　



地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納
税

者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
市

町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
」

を
設
定
し
、
県
内
全
市
町
村
と
県
が
協
働
し

て
、
差
押
等
を
は
じ
め
と
す
る
滞
納
整
理
に

集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間
中
は
各
市
町
村
及
び
各
県
税
事
務
所

が
、
滞
納
者
と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
や
勤

務
先
等
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査

に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
時
期：

平
成
20
年
11
・
12
月

実
施
団
体：

県
内
全
市
町
村
（
39
団
体
）

及
び
県

各
市
町
村
の
取
組
例

①
市
町
村
と
県
の
不
動
産
合
同
公
売
の
実
施

②
滞
納
者
に
対
す
る
差
押

（
預
貯
金
・
給
料
等
）
の
集
中
実
施
　

③
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告

文
書
催
告
・
訪
問
催
告
の
集
中
実
施

「「
市市
町町
村村
税税
・・
県県
税税
のの
一一
斉斉
滞滞
納納
整整
理理

強強
化化
期期
間間
」」
をを
設設
定定
しし
まま
すす

〜〜
許許
しし
まま
せせ
んん
！！
滞滞
納納
〜〜

築
物
は
５
年
分
）
固
定
資
産
税
額
が

２
分
の
１
減
額
（
１
２
０
ｍ2
ま
で
の

居
住
部
分
相
当
を
限
度
）さ
れ
ま
す
。

◆◆
長長
期期
優優
良良
住住
宅宅
のの

新新
築築
にに
関関
すす
るる
軽軽
減減
措措
置置

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
の
間
に
新

築
さ
れ
る
長
期
優
良
住
宅
は
、
新
築

か
ら
５
年
分
（
中
高
耐
火
建
築
物
は

７
年
分
）
固
定
資
産
税
額
が
２
分
の

１
減
額
（
１
２
０
ｍ2
ま
で
の
居
住
部

分
相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

不
動
産
取
得
税
が
課
税
標
準
額
か
ら

１
３
０
０
万
円
控
除
さ
れ
ま
す
。

◆◆
住住
宅宅
耐耐
震震
改改
修修
にに
伴伴
うう

軽軽
減減
措措
置置

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
12
月
末
ま
で
の
間
に
一
定
の
耐

震
改
修
工
事
（
工
事
費
用
30
万
円
以

上
）
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
の
完
了

時
期
に
応
じ
て
固
定
資
産
税
額
が
２

分
の
１
減
額
（
１
２
０
ｍ2
ま
で
の
居

住
部
分
相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。

◆◆
住住
宅宅
のの
ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
改改
修修

にに
伴伴
うう
減減
額額
措措
置置

高
齢
者
の
方
、
障
害
の
あ
る
方
等

が
居
住
す
る
平
成
19
年
１
月
１
日
以

前
か
ら
存
在
し
て
い
た
住
宅
に
つ
い

て
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
の
間
に

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

（
補
助
金
や
介
護
保
険
か
ら
の
給
付

を
除
い
た
工
事
費
用
30
万
円
以
上
）

が
完
了
し
た
翌
年
度
分
に
限
り
、
行

わ
れ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
額
が
３

分
の
１
減
額
（
１
０
０
ｍ2
ま
で
の
居

住
部
分
相
当
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。

◆◆
省省
エエ
ネネ
改改
修修
工工
事事
をを
行行
っっ
たた

住住
宅宅
のの
軽軽
減減
措措
置置

平
成
20
年
１
月
１
日
に
存
在
し
て
い

た
住
宅
で
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

の
間
に
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

（
工
事
費
用
30
万
円
以
上
）
を
行
っ

た
翌
年
度
分
に
限
り
、
固
定
資
産
税

額
が
３
分
の
１
減
額
（
１
２
０
ｍ2
ま

で
の
居
住
部
分
相
当
を
限
度
）
さ
れ

ま
す
。

※※
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
一一
定定
のの
要要
件件
やや
申申
告告

のの
期期
限限
がが
ああ
りり
まま
すす
のの
でで
、、
詳詳
しし

くく
はは
役役
場場
住住
民民
課課
税税
務務
ググ
ルル
ーー
ププ

まま
でで
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
下下
ささ
いい
。。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
５
、
０
０
０
円
の
税
額
控
除

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
本
人
の
電
子
署

名
及
び
電
子
証
明
書
を
付
け
て
、
申
告
期
限
内
に
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
５
、
０
０
０
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受
け
た
方

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

③
添
付
書
類
を
提
出
省
略

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医

療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
を

入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
又
は
提
示
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
又
は
提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
し

て
い
ま
す
。（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

詳
し
く
は
、
吉
野
税
務
署
総
務
課

@
０
７
４
６
‐
３
２
‐
３
３
８
６

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平
成

21
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を
希
望
す
る
障

害
の
あ
る
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

本
校
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験
入

学
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
奈
良
県
内
全
域
を
対

象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害

が
重
い
、
病
気
な
ど
健
康
上
の
理
由
、
或
い

は
家
庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ

と
の
困
難
な
生
徒
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問
し

て
行
う
教
育
で
す
。

日
時：

12
月
２
日
（
火
）【
中
学
部
】

12
月
４
日
（
木
）【
高
等
部
】

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。）

場
所：

県
立
明
日
香
養
護
学
校

対
象：

肢
体
不
自
由
を
有
す
る

小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生

と
保
護
者
及
び
関
係
者

問
合
せ
・
申
込
み
先

県
立
明
日
香
養
護
学
校

@
０
７
４
４
‐
５
４
‐
３
３
８
０

明明明明
日日日日
香香香香
養養養養
護護護護
学学学学
校校校校
体体体体
験験験験
学学学学
習習習習

（（（（
中中中中
学学学学
部部部部
・・・・
高高高高
等等等等
部部部部
））））

各各各各
種種種種
検検検検
診診診診
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

乳乳
がが
んん
検検
診診
（（
視視
触触
診診
のの
みみ
））

◆
対
象

40
歳
以
上
の
女
性

（
平
成
20
年
度
に
お
い
て

集
団
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
）

◆
期
間

12
月
最
終
診
療
日
ま
で

◆
料
金

５
０
０
円

◆
場
所
・
申
込

黒
滝
村
診
療
所

肝肝
炎炎
ウウ
イイ
ルル
スス
検検
診診

◆
対
象

●
平
成
20
年
度
に
お
い
て

満
40
歳
と
な
る
方

●
平
成
20
年
度
に
お
い
て
満
41
歳

以
上
と
な
り
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

◆
期
間

12
月
最
終
診
療
日
ま
で

◆
料
金

無
料

◆
場
所
・
申
込

黒
滝
村
診
療
所

歯歯
周周
疾疾
患患
検検
診診

◆
対
象

平
成
20
年
度
に
お
い
て
満
40
歳
、
満

50
歳
、
満
60
歳
及
び
満
70
歳
と
な
る
方

◆
期
間

12
月
最
終
診
療
日
ま
で

◆
料
金

５
０
０
円

◆
場
所
・
申
込

黒
滝
村
歯
科
診
療
所

新新新新
築築築築
・・・・
増増増増
築築築築

家家家家
屋屋屋屋
調調調調
査査査査
にににに
ごごごご
協協協協
力力力力
をををを

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
固
定
資

産
税
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
完
成
し

た
新
築
家
屋
や
増
改
築
さ
れ
た
家
屋

を
対
象
に
、
役
場
職
員
が
調
査
に
お

伺
い
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
調
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
は
、お
申
し
出
く
だ
さ
る
と
共
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
１
月
２
日
以
降
で
取

り
壊
し
た
家
屋
が
あ
る
場
合
は
、
必

ず
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

固固固固
定定定定
資資資資
産産産産
税税税税
のののの

減減減減
額額額額
措措措措
置置置置
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

◆◆
新新
築築
住住
宅宅
にに
関関
すす
るる
軽軽
減減
措措
置置

新
築
か
ら
３
年
分
（
中
高
耐
火
建

11111111
月月月月
11111111
日日日日
〜〜〜〜
11117777
日日日日
はははは
「「「「
税税税税
をををを
考考考考
ええええ
るるるる
週週週週
間間間間
」」」」
でででで
すすすす

ああ
なな
たた
もも
来来
年年
のの
確確
定定
申申
告告
はは
イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
でで

税税税税
務務
のの

おお
知知
らら
せせ
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10
月
14
日
（
火
）
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
元
戦
艦
大
和
乗
組
員
の

北
川
茂
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

人
権
教
育
講
演
会
（
黒
滝
村
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
主
催
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
海
上
特
攻
の
為
に
沖

縄
へ
出
撃
し
た
戦
艦
大
和
が
、
米
軍

の
波
状
攻
撃
を
受
け
、
撃
沈
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
北
川
さ
ん
が

生
き
抜
い
た
辛
い
思
い
を
生
々
し
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
生
命
と
平
和
の
大

切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ご

講
演
で
し
た
。

人人
権権
教教
育育
講講
演演
会会

第
52
回
奈
良
県
へ
き
地
教
育
研
究

振
興
大
会
が
去
る
10
月
10
日
、
黒
滝

中
学
校
、
黒
滝
村
農
林
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー（
黒
滝
小
学
校
体
育
館
）、

天
川
小
学
校
、
天
川
村
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、
県
内
一
円
か

ら
約
３
０
０
名
も
の
多
く
の
参
加
を

得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
題
を
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
と
決
め
、
日
常
の
教
育
活
動
を
改

め
て
原
点
に
立
ち
返
っ
て
問
い
直
し
、

基
礎
基
本
を
大
切
に
し
た
営
み
の
中

で
達
成
し
た
い
と
願
っ
て
迎
え
た
大

会
で
し
た
。

午
前
中
、
各
分
科
会
場
で
授
業
公

開
や
児
童
生
徒
発
表
を
し
た
後
、
研

究
の
経
過
や
活
動
と
そ
の
成
果
に
つ

い
て
発
表
し
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
後
は
、
振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
、

へ
き
地
教
育
功
労
者
表
彰
と
「
世
界

第
52
回
奈
良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大
会

（
黒
滝
村
・
天
川
村
大
会
）

遺
産
大
峯
」
と
題
し
て
龍
泉
寺
住
職

岡
田
悦
雄
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ

り
、「
大
会
決
議
」
を
採
択
し
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

県
議
会
へ
き
地
教
育
・
過
疎
対
策

議
員
連
盟
、
県
教
育
委
員
会
、
県
へ

き
地
教
育
振
興
協
議
会
、
県
へ
き
地

教
育
連
盟
、
黒
滝
村
、
天
川
村
、
黒

滝
村
議
会
、
天
川
村
議
会
、
黒
滝
村

連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
天
川
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
関
係
機
関
各
位
の
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
ご
協
力
の
も
と
開
催
で
き
た

大
会
で
し
た
。

10
月
19
日
（
日
）
寺
戸
の
中
央

公
民
館
前
か
ら
鳥
住
の
百
貝
ヶ
岳

ま
で
を
歩
く
村
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。（
社
会
教
育

委
員
・
体
育
指
導
委
員
主
催
）

地
蔵
堂
、
鳳
閣
寺
、
石
の
廟
塔
で

は
、
日
浦
義
文
さ
ん
よ
り
歴
史
の

お
話
を
し
て
頂
き
、
ま
た
今
年
７

月
に
開
園
し
た
野
草
園
の
見
学
も

致
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

改
め
て
村
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
者

の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

村村
内内
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ

黒
滝
村
地
域
活
性
化
委
員
会
の
試
行
事
業
と
し
て
、

な
ら
コ
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
、
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
橿
原
市
や
大
和
高
田
市
周
辺

か
ら
参
加
さ
れ
た
約
40
名
は
、
長
瀬
地
区
の
休
耕
田
に

て
菜
の
花
の
種
植
え
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
々
は
親
子
連
れ
が
多
く
、
服
が
汚
れ
る
の
も
気

付
か
な
い
程
、
種
植
え
に
熱
中
し
ま
し
た
。

森
物
語
村
で
昼
食
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
、
栗
拾

い
と
河
川
敷
で
竹
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
黒
滝
村
の
自
然
に
大
い
に
ふ
れ
、
ま
た
、
委
員

と
の
交
流
も
深
め
、
満
足
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

黒滝村地域活性化委員会菜の花エコプロジェクト黒滝村地域活性化委員会菜の花エコプロジェクト

９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施

さ
れ
、
当
村
に
お
い
て
も
交
通
対

策
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及
び

交
通
安
全
母
の
会
の
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
運
動
を
展
開
し
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
中
だ

け
で
な
く
こ
れ
を
機
会
に
交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り
の
た

め
に
、
交
通
マ
ナ
ー
の
よ
り
一
層

の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

～交通事故のない明るい村づくりを～～交通事故のない明るい村づくりを～
秋の交通安全県民運動実施秋の交通安全県民運動実施

道
の
駅
で
街
頭
啓
発

一
生
懸
命
、

菜
の
花
を
植
え
ま
し
た
！

▲ 午午後後かかららのの振振興興大大会会のの様様子子

竹
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

『
お
い
し
く
で
き
た
か
な
〜
』

▲ 委委員員会会発発表表 《《黒黒滝滝中中学学校校》》
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黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

毎月11日は

『人人権権をを確確かかめめああうう日日』です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

広報くろたき　

11112222月月月月 1111日日日日((((月月月月))))

介護保険料介護保険料 第５期第５期

後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
第５期第５期

税税税税 等等等等 のののの 納納納納 期期期期

中央公民館図書コーナーには約４，５００冊の本があります。
あなたの探していた本もあるかもしれませんので、どしどしご利
用ください。

■貸 し 出 し 日 月～金曜日（祝日は休み）
■貸し出し期間 ２週間
※ただし、それ以上になる場合は教育委員会事務局へ、連絡してください。

■今月のおすすめ

（読み物）がばいばあちゃんの幸せのトランク／島田洋七
「結婚は、ふたりでひとつのトランクを引いていくようなも

の。ひとりじゃ重くて運ばれん」駆け落ち、貧乏漫才修行、東
京進出、栄光と挫折―。どんなときも、ばあちゃんに励まされ
ながら、律子夫人と歩んできた昭広の、爆笑と涙と感動の半世
紀。「佐賀のがばいばあちゃん」シリーズ第三弾。
（読み物）なぜ生きる／高森顕徹

監修　明橋大二・伊藤健太郎　作
（読み物）子どもに変化を起こす簡単な習慣

／バーバラ・コロローソ
（児童書）王妃の首かざり／モーリス・ルブラン

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
11
月
４
日
（
月
）：

お
外
で
遊
ぼ
う

※
森
物
語
村
プ
ー
ル
横
駐
車
場
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

雨
天
時
は
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
す
。

◆
11
月
17
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

お
も
ち
ゃ
図
書
館

社
会
福
祉
協
議
会

@
６
２
‐
２
８
５
０

ひひ
なな
っっ
ここ
きき
っっ
ずず

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

11
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
２
時

身
体
測
定
等

診
療
所

母
子
健
康
手
帳

役
場
保
健
福
祉
課

すす
くく
すす
くく
相相
談談

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
は
、
日
頃

か
ら
各
種
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、
救
助

技
術
訓
練
の
分
野
で
は
、
去
る
６
月
19

日
に
奈
良
市
消
防
局
で
開
催
さ
れ
た
第

21
回
奈
良
県
消
防
長
会
消
防
救
助
技
術

指
導
会
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の
部
に
お

い
て
優
勝
し
、
８
月
29
日
に
北
九
州
市

で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
に
出
場
、
入
賞
し
ま
し
た
。

※
出
場
隊
員
の
コ
メ
ン
ト
　

《
森
田
嘉
朗
隊
員
・
西
口
嘉
伸
隊
員
》

救
助
隊
員
に
と
っ
て
大
き
な
目
標
で

あ
る
全
国
消
防
救
助
技
術
全
国
大
会
に

出
場
で
き
た
こ
と
は
、
私
達
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
ま
た
と
て

も
光
栄
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
訓
練
で
培
っ
た
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
災
害
現
場
で
活
か
せ
る
よ
う
、
救

助
隊
員
と
し
て
何
事
に
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
で
、

◆
草
刈
機
（
40
台
）

◆
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
（
２
台
）

◆
芝
刈
機
（
１
台
）

を
「
宝
く
じ
」
の
助
成
金
に
よ
り

整
備
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
美
観
維
持
の

た
め
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

中中
吉吉
野野
広広
域域
消消
防防
組組
合合

全全
国国
消消
防防
救救
助助
技技
術術
大大
会会
にに
出出
場場

『『
宝宝
くく
じじ
』』
のの
助助
成成
金金
でで

整整
備備
しし
まま
しし
たた
！！

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
は
、
救
助

大
会
関
連
以
外
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
当
組
合
の
様
々
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

〒
６
３
８
‐
０
８
１
１
　

吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７

@
０
７
４
７
‐
５
２
‐
１
１
９
９

【
参
考
】

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
と
は
、
登
は
ん
者

と
補
助
者
が
２
人
で
協
力
し
、
器
材

を
使
わ
ず
に
塔
上
か
ら
垂
ら
さ
れ
た

ロ
ー
プ
を
15
メ
ー
ト
ル
登
は
ん
す
る
訓

練
で
す
。
足
を
ロ
ー
プ
に
固
定
さ
せ
な

が
ら
登
る
の
で
、
迅
速
に
登
は
ん
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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